
要　旨

　大学４年間での学生の成長は著しいものがある。大学は教育機関として何を提供でき、

より効果的に定着させることができるのかエアライン・ホスピタリティコースの卒業生の

残した実績をもとにキャリアデザインを考察する。
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Ⅰ．はじめに

　２０１６年１１月には訪日外国人数は当初の目標であった２,０００万人を達成した。２０２０年の

東京オリンピック・パラリンピック開催年には４,０００万人を超える外国人の来日を目標に掲

げる昨今、観光産業、流通産業をはじめ航空産業においても高い知識と語学力を有する人

財が求められている。

　２００８年より発足したアビエイションマネジメント学類（以下 AM 学類と呼ぶ）は今年

で９年の歴史を刻むこととなった。フライトオペレーションコース（以下 FO コースと呼

ぶ）、エアライン・ビジネスコース（（以下 AB コースと呼ぶ）、エアライン・ホスピタリ

ティコース（以下 AH コースと呼ぶ）の３つのコースからなる。２００９年以来 AH コースを

担当しており、また２０１６年からは就職委員と入試委員を拝命したことから、入試から就職

までの間、大学が何を提供し学生がどのように学び、成長すれば将来の道が開けるのかを

卒業生の実績をもとに振り返りながら検証する。在学中の各種実績と卒業後の進路との係

わりがあるのかを見極め、AH コースにおけるキャリアデザインを考察する。

Ⅱ．AHコースを振り返って

　１．発足からのまとめ

　２００８年から AM 学類は、ビジネスマネジメント学群（以下 BM 学群と呼ぶ）内に設立

され、桜美林大学の見学の精神に基づき「国際的教養の豊かなビジネス・パーソンの育成」
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を目標とし、ビジネスマネジメント学類（以下 BM 学類と呼ぶ）と共に２学類制となった。

　AM 学類は航空業界におけるさまざまな職種において必要不可欠とされる分野を教育研

究の対象とし、単にハイレベルな知識や技量だけではなく、豊かな人間性と教養を備えた

国際的に活躍できる世界の空を「こころ」で結ぶ役目を担う人財を育てるために３つの

コースを設置した。航空輸送産業などのグローバルな企業でマネジメントを行うことがで

きる職業人を目指す「AB コース」、航空会社の客室乗務員や空港グランドスタッフなどと

して活躍する基礎を養成する「AH コース」、航空会社の国内線、国際線のプロのパイロッ

トとして活躍できる人財を養成する「FO コース」の３コースで構成された。（注１）

　２０１２年度より BM 学群のカリキュラム改正が行われ「国際社会で必要なビジネス感覚を

養い、広範な知識から発想し、意思決定の行える、新しい経営マインドを備えた人財の育

成」を目標に「職業に直接結びつく」教育を行うこととした。ビジネスマネジメント学類

はコース制からプログラム制に変更したが、AM 学類は３コース制を維持しカリキュラム

構成は一部の変更に留めた。（注２）

　AM 学類の学生が卒業するために必要な単位数の対比は以下の通りである。

＜２００８年～２０１１年＞

　① 基礎学習：２８単位

コア科目１６単位と「英語Ⅲ～Ⅵ」の中から４単位、「ビジネスの基礎」２単位「現代

社会のしくみ」２単位、「現代経営入門」２単位、「現代会計の基礎」２単位

　② 専攻学習：４８単位

所属する専攻科目から選択したコースごとに２４単位、学群共通科目・所属学類専攻

科目群の中から自由に２４単位の合計

　③ 自由学習：４８単位

　④ 合計：　  １２４単位

＜２０１２年～２０１６年＞

　① 基礎教育科目：２４単位

コア科目１６単位、「社会人基礎Ⅰ」２単位、「社会人基礎Ⅱ」２単位、「現代経営入

門」２単位、「現代会計入門」２単位

　② 専攻科目：５６単位

「BM TOEIC」または「アビエイション英語」８単位、所属するコースより選択２４

単位、実習・演習科目・学群共通科目・学類共通科目・各コース専攻科目の中から選

択２４単位、学群共通科目・所属学類専攻科目群の中から２４単位の合計

　③ 基礎教育科目、専攻科目、自由選択の合計：４８単位

　④ 合計： １２４単位

AM 学類では航空業界の基本となる分野において活躍できる人財の育成をカリキュ

ラムの基本ポリシーとし、要件を満たした者に「学士（アビエーションマネジメン

ト）」を授与するディプロマポリシーとした。
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AHコースでは、「経営的センスとホスピタリティマインドあふれたキャビンアテンダ

ントやグランドスタッフ」を育てることを目的に、航空業界の基本的な経済・経営の

基本を理解するアカデミックな科目と国際的な視点を養う科目、そして自己表現やホ

スピタリティなどの実践的な科目も用意した。また２年次の秋学期に「海外留学」を

必修として組み込んでいることも大きな特徴といえる。

　

　２．AM学類の選考

　学生は２年次より BM 学類と AM 学類の選択を行うため、AM 学類（FO コースは除く）

は１年次秋学期に選考を行う。AB コースは書類にて選考を行い、AH コースは書類と面

接（日本語と英語）にて選考を行う。なお２０１６年度からは AB コースにおいても面接を導

入した。

　書類選考は１年次春学期の GPA、英語のレベル（プレイスメントテスト、TOEIC、英

検等の資格）と応募用紙により選考される。２次試験にあたる面接は英語と日本語でそれ

ぞれの学生と１０分間面接を行う。２００９年度入学の学生は学類別に入試を行っていたが、

AB と AH の各コース選択は他年度と同様１年次秋学期に実施した。

　

　３．学生数の推移

　AH コースの定員は３０名で、以下は卒業生数の推移である。

後半でキャリアデザインを考察することから、２０１３年度入学者（２０１７年３月卒業予定者）

も含めた数字とした。（表１）

　４．成績分析

　卒業生ならびに卒業予定者（２０１３年入学生）の成績（通算 GPA 値と１年秋の選考時の

差異、プレイスメントテストのレベルの平均）は以下の通りである。（表２）

　２００９年度までと２０１０年度以降の１年次春学期 GPA と通算 GAP が共に大きく変化する

が、これは大学内で成績評価方法を見直した結果と推測される。カリキュラム変更を行っ

た２０１２年度においては、大きな偏差は認められない。また英語レベルは入学時に全入学生

に実施するプレイスメントテストのレベルの平均値である。
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表１
総数２０１３２０１２２０１１２０１０２００９２００８入学年度

１６５３０２８２４２７２６３０人数

５１０３０１０男子

１６０２９２８２１２７２５３０女子

２１ *１ *退学

１６３３０２８２３２６２６３０卒業者

　* 退学者２名は３年次に進路変更のため退学した。



　５．入試の傾向

　学生の出身高校と入試時の学生の受験形態別のデータは以下の通りである。

　１）入試形態による分類

　　入試の形態は複雑で年度ごとに変化している。（表３）

　２）出身高校のレベルによる分類

　全国の高校にはそれぞれランク付けがなされっているが（注３）、年度ごとの出身高等学校

の平均レベルは１１.４２となり、比較的高いランクに位置する高校の出身者が多いことが分

かる。（表４）（注３）
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表２
平均２０１３２０１２２０１１２０１０２００９２００８入学年度

３.０３２.７７２.９２.７９ ２.９４ ３.３７ ３.４２１年次春学期GPA

２.９２２.８４２.８２.８４ ２.８９ ３.０８ ３.０９ＧＰＡ値（通算）

０.１１０.０７-０.０９０.０５-０.０５-０.２９-０.３３GPA増減

２.３４２.３ ２.３６２.３３ ２.１９２.５ ２.３７英語レベル

　* ２０１３年度入学者の一連の成績は２０１６年度春学期までの成績。
　* プレイスメントテストは、レベルⅠ～ⅢがありレベルⅠが低位でレベルⅢが高位となる。

表 3
総数２０１３２０１２２０１１２０１０２００９２００８入学年度

５１９７６９１４６AO入学者選抜（専願）

６２００１０３AO入学者選抜（併願）

４１１１１００AO入学者選抜地区（専願）

３１１０１００AO入学者選抜（キリ同盟）

１０００１００AO入学者選抜（同窓）

６００２１１２AO入学者特別選抜（帰国）

４００１００３学内進学者特別選抜

１０２２０１１４指定校制推薦入学者選抜

１９４３４３１４公募制推薦入学者選抜

４２１１０００大学特別選抜

２５８４４４３２センター入試利用入学者選抜

３２１９５５６６一般入学者選抜

１６５３０２８２４２７２６３０総　　数

表 4
総計２０１３２０１２２０１１２０１０２００９２００８入学年度

１１.４２１１.８３１１.１４１１.８７１１.１１１１.９２１０.６６高校ランク



　学生が２名以上在籍した高校の一覧は以下の通りである。（表５）

特徴としては、３名以上卒業した高校はすべて私学である。オープンキャンパスに高校２

年生の時から参加し、１年入学時から AM 学類 AH コースを希望した学生が多い。進学指

導の先生の助言、また先輩からの口コミによるところが大きいと考えられる。

　横浜隼人高校出身の学生は、AO 受験３名、指定校１名、一般受験１名の５名が在籍し

たが２０１２年と２０１３年に４名入学している。このことは、卒業生の実績から進路を決めた

要因が大きい。桜美林高校の内部進学者はオープンキャンパス等で高校在籍中から接点は

多い。私立八王子高校は進学校で、４名の学生は２名センター利用また２名一般受験、一

般受験の３期または４期での受験であることから、他校との併願の結果入学したものと思

われる。

　日大三島高校は静岡県東部では中高一貫校であるが、３名の内２名は特進コースに所属

した学生で将来の進路希望から桜美林大学を選択した。（表５）

　２名入学の高校は東京並びに神奈川の公立高校と東京の私立高校である。その他の地域

では、地方のキリスト教系高校また上位レベル高校に分類できる。これらの高校は地域で

は中堅上位または上位校に位置づけられているが、入学した多く学生が先輩の口コミと進

路指導教員の指導で選択したと述べている。（表６～８）
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表 5
日本大学三島八王子桜美林横浜隼人

３４４５

表 6　＜東京公立＞
町　田南　平翔　陽日野台

２２２２

表 7　＜神奈川公立＞
港　北大和西

２２

表 8　＜東京私立＞
トキワ松学園武蔵野女子学院淑徳巣鴨多摩大学目黒

２２２２



　３）出身地による分類

　出身地別に見ると AH コース卒業の半数の学生は東京都と神奈川県の出身である。茨城

県、埼玉県、千葉県の関東圏出身者も上位を占める。また静岡県また長野県からの出身者

も多く、関東圏とその周辺県で２割を占める。（表９）

　６．留学と英語力

　２年生の秋学期に４ヶ月間の短期留学を必修としている。英語力のレベルアップと共に

異文化に触れ合うことを大きな目標としていることから、全員ホームステイを行うプログ

ラムとなっている。留学先は２００８年度から２０１１年度まではカナダのブリティシュコロン

ビア州カムループスにある「Thomson Rivers University」に留学していたが、２０１２年度

からはアメリカのアリゾナ州にある「アリゾナ州立大学」に留学先を変更した。変更理由

は、カナダの「Thomson Rivers University」では桜美林生固有のカリキュラムを組めたも

のの現地学生また他の留学生との接点が少なく異文化を理解するには不十分と判断したた

めである。より多様な機会を設けることができる大規模な大学でまた ESL プログラム

（English for Second Language）が充実しているアリゾナ州立大学に留学先を変更した。

アリゾナ州立大学では、語学科目は学生各自のレベルに合わせてクラス分けされ、他の外

国人留学生と共に午前中に開講され、午後はツーリズムとホスピタリティの授業を専攻す

る。また週１回、フェニックス・スカイハーバー国際空港のインフォーメイションセン

ターで週３～４時間程度の案内業務のボランティアが用意されている。帰国後の学生から

のコメントでは、このボランティア経験が英語力を確認する気づきの場となりまた本物の

アメリカの航空利用旅客に接し、英語力の不十分さに気づき、サービスフロントとしての

厳しさも感じることができる良い機会となっていたと報告されている。語学だけではなく

異文化の下で職業体験ができるアクティブラーニングのプログラムとなっている。

　ホームステイ先では、留学当初は語学力不足からうまく意志を伝えることができずホス

トファミリーとの細かいすれ違いは決して少なくない。ホームステイ先では家庭内ルール

を定めているところが多く、まずその内容を理解するのに時間を要する。そして学生は窮

屈さも感じる。まさに異文化理解力と対応力が試される場面となる。ホームステイ先との
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表 9
栃木茨城福島山形秋田青森北海道

北海道・東北
４６２３２１５

神奈川東京千葉埼玉
関東

４２４６６６
石川愛知新潟長野静岡山梨

中部
２２３７８４

愛媛高知広島大阪
近畿・中国・四国

１１１１
沖縄鹿児島熊本福岡

九州・沖縄
３３４２



トラブルが大きい場合はホームステイ先を変更することになるが、先方の状況変化（ホー

ムステイ先の家族の病気等）によりホームステイ先を変更したケースも含めると毎年数件

発生している。

　４ヶ月の留学期間は決して長くない。学生の英語力の伸びを考ると、より長期間の留学

が望ましいが、語学だけではなく、多くの体験を組み込んだ効果的な留学プログラムに

なっているものと判断する。

　アリゾナ州立大学では、留学開始時と終了時に TOEIC IP テストを実施し各自の英語力

の伸長を測定している。年度ごとに多少の偏差はあるものの平均で約１００点の伸びが確認

できており、今後ともより効果的な学習ができるようプログラムを進化させたい。

２年次秋の留学終了後、英語をより一層学びたいという理由から桜美林大学の長期留学プ

ログラム（SYA/JYA）で３名、休学による留学で１０名、総数で１３名が３年次以降に再度

留学している。（表１０）

　７．大学における学び

　２０１２年より BM 学類ではカリキュラムが変更されたが AM 学類では大きく変更される

ことはなかった。

　２０１２年より開始された新たなカリキュラムでAHコース所属の学生がどのような科目を

履修し、どのような結果を残したのかを検証した。卒業に必要な必修科目を除き自由に選

択できる代表的な専門科目の履修傾向を列挙すると以下の通りである（注４）。

　キャリアデザインⅠはほぼ全員が履修しているがキャリアデザインⅡになると履修者が

減少している。

　コンピューターリテラシーⅡは必修ではないが一年の秋学期に多くの学生が履修してい

る。

　専攻演習は留学ため２年次の秋学期は履修していない。したがって専攻演習Ⅰは履修し

ていないが、専攻演習Ⅱ以降はほぼ全員が履修している。

　ホスピタリティ関連の特別講義Ⅲは、特に女子に人気がありほぼ全員が履修している。

　学類共通科目の現代ホスピタリティは１年生の段階で履修できることから履修者が多く、

次にビジネスマナーが人気である。

　BM 学類の授業では、観光地理（２３名）、ブランド論（１２名）、テーマパーク論（９名）、

－ 29 －

表 10
総　数休学留学SYA / JYA留　学
３２１２００８
１１２００９
３３２０１０
３３２０１１
３２１２０１２
０２０１３



マーケティング入門（８名）、日本の経営者（７名）、リスクマネジメント入門（５名）の

履修者が多い。

　AB コースの専門科目では、航空輸送産業実習（４１名）の履修者が一番多い。これは

AM 学類内の実習科目で空港などに出向き春夏の休暇期間に履修できることから人気が高

い。航空実務概論（４０名）、オペレーションコントロール概論（４０名）、エアラインの営業

戦略（３４名）、乗員養成と乗員計画（３３名）、航空輸送概論（３１名）、航空特論 I（２８名）、

航空と ICT（２４名）、航空法入門 I（２１名）の順に履修者が多い。

　AH コースの専門科目では、エアライン・コミュニケーション I（英語）の授業を全員履

修している。次に履修者の多い科目は、航空マーケティング（５４名）、グローバル教養論

（５０名）、観光情報戦略論 I（４９名）、観光情報戦略論 II（４９名）、顧客心理（４８名）、国

際ツーリズム論（４４名）、ホスピタリティ特論 I（４３名）、ホスピタリティ特論 II（４０名）、

国際ビジネス戦略論（３７名）である。

　他学群の授業は語学を中心に履修者が多く、英語エクステンションは延べで６１名履修

しているので、一人一回は英語エクステンションを履修していることとなる。代表的な授

業は、英語エクステンションＢ（TOEIC Skills- ３）（１４名）、英語エクステンションＢ

（Basic Speaking- １）（９名）、英語エクステンションＢ（Discussion- ２）（６名）である。

　英語以外の言語では、中国語 I （２０名）、コリア語 I（１１名）、中国語 II（１０名）スペイン

語（６名）、フランス語（４名）である。多くの外国語の科目はレベルが上がるにつれ履修

者は減少するが、ドイツ語 I（３名）、ドイツ語 II（２名）、ドイツ語 III（２名）の履修者

は減少していない例もある。 

　キャリアデザインは、キャリアデザイン I（５２名）、キャリアデザイン II（４７名）と多

くの学生が履修している。これはキャリア開発センターからの案内と指導が大きく影響し

ているものと思われる。

　AH コース生の履修した科目を分析すると、２年生の秋学期のアリゾナ州立大学への留

学までと帰国後とは履修傾向が違う。留学前までは英語を中心に基礎科目また BM 学類と

AM 学類の専門基礎科目を履修し、帰国後の３年次には本人の進路に向けた専門科目を中

心に履修していることが分かる。成績優秀者は３年の秋学期には卒業に必要な１２４単位を

修得している場合が多く、４年次は他学群の授業を積極的に履修する者もいる。

　これらのことから、AH コース生の履修科目はホスピタリティ科目に偏ることなく、大

学が当初目指した航空業界の経済・経営の基本を理解するアカデミックな科目と国際的な

視点を養う科目、そして自己表現やホスピタリティなどの実践的な科目をバランスよく履

修できていると判断する。

　８．就職結果の分析

　桜美林大学では前述のキャリア開発センターがあり入学から卒業まで学生の将来設計

（キャリアデザイン）を支援している。将来の夢や学生本人の適性、社会の動向などを見
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据えながら、将来の多様な進路に向け一人ひとりにアドバイスを行っている。またキャリ

アデザインの授業は２０１６年度からは１年生用の授業が開設され、１年生から４年生まで将

来の進路に向けた授業を履修できるシステムとなっている。

　AM 学類生は２年次にコース選択をする前から将来の進路が明確に描けている学生が多

いことから、入学時から将来に向けた授業を選択する者もいる。

　AM 学類各コースの進路希望の特徴は、AB コース生の男子学生は、飛行機大好きとい

うマニアックな学生も多く、航空関連産業の現場の仕事を希望する。女子学生は、かなり

専門的な職種、たとえば航空管制官とか飛行プランを作成するディスパチャーとかの特殊

な仕事を希望する者と、将来航空会社のキャビンアテンダントやグランドスタッフとして

の道を希望する者が混在する。

　AH コース生は大半が女子学生で、多くは航空関連のサービスフロントとしてキャビン

アテンダントやグランドスタッフの道を希望している。

２００８年以降の AH コース卒業生の主な就職先は、以下の通りである。２０１３年度入学生は

内定の状況であるが傾向をつかむため一覧に入れた。

　大半の AH 生はキャビンアテンダントを希望していることは前述の通りであるが、キャ

ビンアテンダントは、保安要員であることから身体的基本要件がいくつか存在する。航空

会社ごとにその内容は多少違うが、①健康であること（「呼吸器・循環器・耳鼻咽喉・眼

球・脊椎・腰椎などに異常のないこと」と応募要項に記されている。）、②矯正視力１.０以

上であること（コンタクトレンズ使用可）、③ TOEIC６００点以上を有すること（国内線を

運行している航空会社では一部 TOEIC５５０点以上の応募要項のところもある。）（表１１）

　キャビンアテンダントの身長に関しては日本の航空会社は明確な基準を明記していない
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表 11　就職実績　＜キャビンアテンダント＞
総計２０１３２０１２２０１１２０１０２００９２００８客室乗務員
１３４３０３２1日本航空
２０１５２５３４全日本空輸
１１スカイネットアジア航空
１１株式会社　AIRDO
２２SKY　MARK
１１Star Flyer
１１春秋 JAPAN
１１フジドリームエアラインズ
１１日本エアコミューター
２１１日本トランスオーシャン航空
１１大韓航空
１１シンガポール航空
２１１エミレーツ航空
１１エバー航空
１１マカオ航空
４９*（　）内は既卒採用者



が、外資系の航空会社では１６０cm をひとつの目安としている場合が多い。この基準は新

規機材の導入などの経営環境の変化に伴い変更される場合もあり普遍ではないが、大型機

材を運行する多くの航空会社は身長１６０cm を目安に募集を行っている。

　・ シンガポール航空　１６０cm 以上

　・ エミレーツ航空　　つま先立ちで腕を伸ばし、最低２１２cm まで届くこと

　・ カタール航空　　　１５７.５cm 以上

グランドスタッフ、旅行会社、ホテル等に関しては身長の基準はなく、人物次第といえる。

これらの業界は英語力が不可欠であることから、桜美林の学生で留学経験があり英語がで

き異文化対応ができる人財であれば大変有利になっていると判断する。（表１２, １３, １４）
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表 12　就職実績　＜グランドスタッフ＞
総計２０１３２０１２２０１１２０１０２００９２００８客室乗務員
１６８１１１２３JAL　SKY
５１１１２JAL　NAVIA
１１JAL　SKY那覇
７３３１ANAエアーポートサービス（羽田）
３１１１ANA成田エアーポートサービス
２１１ANAエアーポートサービス（新千歳）
１１ANAエアーポートサービス（那覇）
１１ANAテレマート
１１ドリームスカイ名古屋
１１ANA　スカイサービス
３８

表 1３　就職実績　＜旅行会社＞
総計２０１３２０１２２０１１２０１０２００９２００８旅行会社
１１ JTB
２２近畿日本ツーリスト
１１クラブツーリズム
１１ HIS
１１トップツアー
１１エボラブル・アジア
１１日新航空
８

表 1４　就職実績　＜ホテル＞
総計２０１３２０１２２０１１２０１０２００９２００８ホテル
１１パークハイアット東京
１２グランドハイアット東京
１１帝国ホテル
１１横浜ベイシェラトン
１１ホテルニューグランド
１１松泉閣　花月
１１ルートイン
７



　希望者の多い４社（日本航空キャビンアテンダント、全日空キャビンアテンダント、JAL

スカイ、ANA エアーポートサービス）の桜美林大学からの合格者の実績データである。

（表１５）

　英語力は最終のデータ（学生がエントリーシートに記入した TOEIC の点数等）が把握

できていないため正確な分析はできないが、おそらく最高点は TOEIC９００点、最低点は

TOEIC５００点ではないかと思われる。多くは応募基準の TOEIC６００点は超えているが、基

準点以下の者には入社までに基準を超えるよう内定先の企業より指導がなされている。

　男子学生は過去５名在籍したが、進路変更（アメリカの大学に転校）により１名退学し

た。グランドハイヤット東京（１名）、楽天（１名）、朝日航空（１名）に就職し、１名は

ANA エアーポートサービス（ANA AS）に内定している。

　航空産業以外では、上記の通り旅行会社とホテルが主な就職先となっている。これらの

企業はAHコース生には滑り止め的な意味で受験している場合が多く内定を取得しても航

空関係の企業に進む傾向が強い。これら企業に進む学生は、いわゆる敗者の意識がある者

もおり、業務が大変厳しい場合が多いことから長続きしないケースもある。一方総合職と

して旅行会社などの本社機構に配属された者は、厳しいと言いながらもやりがいを持って

活躍している。

　その他の就職先企業は、航空管制官また都庁などの公務員、銀行などの金融機関、マス

コミなどと進路は多岐にわたる。

　学生にはまずは「私は何がしたい」を定め、そして将来の進路に向けて「私は何ができ

る」のかを述べられるよう大学生活４年間を有効に使うよう指導している。大学から見た

進路指導では、どこのどのような企業に内定し就職したかが大きな話題となり実績となる。

学生も保護者もまた大学関係者もこの内定先が終着点のように考えがちだが、就職後いか

に就職先企業に定着でき活躍できるかが本当の課題だと考える。多くの企業で数年もすれ

ば職場のリーダーとして活躍が求められることから、就職対策としてだけではなく自分に

自信の持てるものを大学生時代に見つけ、努力して修得することを推奨している。この意

味でも英語力の伸長は重要である。

　社会に出た卒業生には機会あるごとに大学を訪れてもらうことを卒業時にお願いしてい

る。先輩が後輩に飾らない言葉で会社の状況を語る場は、在校生にとっては生の声を聞く

よき機会となっておりまた卒業生も在校生の熱い思いを感じ、初心を思い返すきっかけと
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表 1５　就職実績　＜旅行会社＞
高校ランク身長英語レベルGPA値（通算） １ 年次春学期GPA合格者数
９.９２ １６３.６６ ２.３８ ３.１４ ３.１８ １３JAL   CA
１１.０５ １６２.７４ ２.３５ ２.８４ ２.９９ ２０ANA   CA
１０.７３ １５８.５３ ２.７３ ３.０２ ３.０９ １６JAL   SKY
１１.７８ １６１.７１ ２.２４ ２.８４ ２.８５ １３ANA   AS
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なっているようである。今後ともこのような機会を増やしたいと考えている。

　大学時代の実績とキャビンアテンダントと地上職に合格する相関分析は表１６の通りで

ある。

　大学時代に残した実績データからは、就職先と強く結びつく因子は見当たらなかった。

就職に関しては、多くの AH 卒業生が目指す企業・業界が接客業であることから、メラビ

アンの法則でいう第一印象を構成する要素のデータ（「視覚」５５％、「聴覚」３８％「言語」

７％）を含めることができれば、何らかの複層的な因果関係を見出すことも可能かもしれ

ない。

表１６　相関分析

高校
ランク

英語
レベル身長GPA 値

（通算）

1 年次
春学期
GPA

内定
合計

JAL
地上

ANA
地上

JAL
CA

ANA
CA

.008.000-.004-.028-.046.439**.954**.945**.940**1Pearson の相関係数

ANA CA .918.996.961.721.559.000.000.000.000有意確率（両側）

163166166166166165166166166166度数

-.026.001.009.022-.017.336**.941**.931**1.940**Pearson の相関係数

JAL　CA .746.990.913.774.825.000.000.000.000有意確率（両側）

163166166166166165166166166166度数

.007-.037-.032-.017-.065.364**.946**1.931**.945**Pearson の相関係数

ANA地上 .928.632.680.828.409.000.000.000.000有意確率（両側）

163166166166166165166166166166度数

.007.040-.062-.009-.039.451**1.946**.941**.954**Pearson の相関係数

JAL 地上 .926.610.429.912.614.000.000.000.000有意確率（両側）

163166166166166165166166166166度数

-.103.120-.038.052-.0301.451**.364**.336**.439**Pearson の相関係数

内定合計 .190.123.632.503.707.000.000.000.000有意確率（両側）

162165165165165165165165165165度数

-.146-.015-.031.772**1-.030-.039-.065-.017-.046Pearson の相関係数
1年次春学期
GPA

.063.851.691.000.707.614.409.825.559有意確率（両側）

163166166166166165166166166166度数

-.090.029.0041.772**.052-.009-.017.022-.028Pearson の相関係数

GPA値（通算） .253.712.957.000.503.912.828.774.721有意確（両側）

163166166166166165166166166166度数

-.084-.0571.004-.031-.038-.062-.032.009-.004Pearson の相関係数

身長 .286.467.957.691.632.429.680.913.961有意確率（両側）

163166166166166165166166166166度数

-.0961-.057.029-.015.120.040-.037.001.000Pearson の相関係数

英語レベル .221.467.712.851.123.610.632.990.996有意確率（両側）

163166166166166165166166166166度数

1-.096-.084-.090-.146-.103.007.007-.026.008Pearson の相関係数

高校ランク .221.286.253.063.190.926.928.746.918有意確率（両側）

163163163163163162163163163163度数

**. 相関係数は 1 % 水準で有意（両側） です。
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Ⅲ．今後の展望

　１．専門学校との違い

　航空関係の企業に人材を輩出している大学は、主に GMARCH クラスの大学と上智・早

稲田・慶応が多い。ここ数年は航空会社の拡大経営戦略から１,０００名単位で募集する企業

もある。そこで上記の上位校以外でも航空関連企業に就職実績のある大学がいくつかある。

いわゆる文科系の大学であるが、主にホスピタリティ学部とか既存の学部内にホスピタリ

ティマネジメント学科等を設置している。外国語学部の名称のまま内部でキャビンアテン

ダントコースとかサークルのような位置づけで指導がなされている場合もある。（表１７）

　航空関連企業を目指す専門学校は多数存在するが、多くは短大生や大学生を対象にダブ

ルスクールとして語学講座と就職対策講座を提供している。また２年間の短期大学並みの

カリキュラムを有する専門学校も存在する。カリキュラムを見ても英語の授業とスキル訓

練が主である。前職の時代に採用面接を行う機会があったが、専門学校の卒業生は、言葉

遣い、所作などは十分訓練されているが、いわゆる応用問題には対応できないケースが多

い。つまり形にこだわるあまりに、自分で判断し自分の言葉で表現ができない学生が多

かった。安全運行を至上命題とする航空会社では、瞬時の判断が求められることから自己

表現ができない、つまり自己判断ができないと見なされ合格にはつながらない場合が多い

と思われる。

　２．航空会社が求める人材像は……

　キャビンアアテンダントは TOEIC ６００点以上、グランドスタッフは TOEIC５５０点以上、

矯正視力１.０以上等、健康であることとあり、採用条件としては特別な基準ではないこと

が分かる。最近企業の HP などで自社の「求める人財像」という言葉を使い、企業が採用

したい人財にメッセージとして発信している。

表 1７　ホスピタリティ系の大学
ホスピタリティ経営学科経済学部大阪学院大学

ホスピタリティ・マネジメント学科経営学部亜細亜大学

ホスピタリティ・マネジメント学科商学部熊本学院大学

観光ホスピタリティ学科総合経営学部松本大学

経営学科経営学部関東学園大学

ホスピタリティ・ツーリズム学部明海大学

観光ホスピタリティ学科現代人間学部神戸海星女子学院大学

国際教養学科外国語学部名古屋外国語大学

国際観光学科国際観光学部（２０１７/０４～改組）東洋大学

観光学科観光学部東海大学

外国語学部関西外国語大学
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JAL グループの求める人財像は以下の通りである。

・ 感謝の心と、謙虚な学び……感謝の気持ちを常に持ち、世の中すべてから謙虚に学

　び、地味な努力を重ねて自己成長できる人財

・ 果敢に挑戦し、最後までやり遂げる……失敗を恐れず常に新しい事に挑戦し、人任

　せにすることなく最後までやり遂げる人財

・プロ意識……自分の仕事に誇りと責任を持ち、地道に自分の専門を極める人財

・ 採算意識……JAL グループが社会から必要とされ、永続的に発展する為に、強い採

　算意識を持つ人財

・ 仲間と共に働く……仲間とともに働き、仲間のために頑張ることに誇りと喜びを感

　じられる人財

・ お客さまに心を尽くす……全てのお客さまに、感謝の気持ちを形にしてお返しする

　ことができる人財

　　　　　　　　　　　　　出典：　 http://www.job-jal.com/about_rec/index.html
　

　

　採用面接官は上記の求めるような人財の採用を目指して、以下のような具体的項目で判

断していると思われる。

　・ 親しみやすくあたたかい第一印象

　・ コミュニケーション能力

　・ シミュレーション能力

　・ ストレス耐性

　・ 健康

　・ 一般常識

　・ 語学力

　一般常識は SPI テスト等のテスト結果、語学力は TOEIC 等の証明書、健康は健康診断

結果で分かる。面接で確認しなくてはいけないことは第一印象、コミュニケーション能力、

シミュレーション能力、ストレス耐性となる。

　面接官は限られた時間内で、個別または集団の中から受験生の外的な印象やスキルと内

部に潜む人間力を探し出し評価をしようとする。複数の応募者を見るグループ面接であっ

た場合と最終面接などで実施される個人面接では応募者の側もまた面接官側も対応に違い

が出る。どちらが相応しいのではなく多面的な方法で応募者を見て判断することは望まし

いことである。

　応募者の学生には、周囲と協調しバランス感覚を持ちながら、自己の違いをアピールす

るよう難しい提言をしているが、自然体で「素の自分」で面接に臨めば多くの場合良い結

果が出ているように思われる。
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　３．AHコースにおけるキャリアデザイン

　高校時代から将来の夢を持ち職業観も明確な学生多い AH コース生には、キャリアアド

バイサーが一般的に尋ねる「将来何をやりたいですか？」との質問はまったく不要である。

航空関係に限らず将来へ明確な希望を持つ学生が集まってきており、２年春のコース立ち

上げ時には動機づけは完了している。

　２年次は技能（スキル）にあたる語学力アップに最大の目標を置く。秋学期の留学に向

け春学期より英語と異文化理解に必要な授業を設けており、この間に学生としては専門科

目の履修も行う。とりわけ航空関連の事業論とかホスピタリティ関連の授業を合わせて履

修するケースが多い。秋学期はアリゾナ州立大学へ留学する。

　３年春は、専門科目を中心に履修し、３年の夏休みにインターンシップまたは国内外の

実習授業に参加する。この間英語力は TOEIC 試験を継続的に受験するよう指導している。

３年秋は専攻演習のまとめの時期ともなり個人の課題、グループ課題に専念する。

　２０１５年から、試験・面接開始時期が６月に変更となり、企業は３年生の秋学期からイン

ターンシップの名称で説明会を開始している。慌ただしく動く学生もおり、落ち着かない

期間が長くなったような気がする。

　秋学期終了後の２月頃からプリエントリーと称して航空各社は応募者数の把握に入る。

これにより面接会場の確保、面接官の確保、採用日程の確定がなされることから企業側に

とっては大変重要なスタート点だが、学生側は説明会もないまま WEB サイトで申し込み

をすることになる。まあ SNS が進化したことから可能となった現象でもある。

　４年生の春学期は落ち着かない。３月に説明会開始、６月に面接開始の２０１６年の日程で

は活発に就活を実施する学生は自宅、学校、訪問企業を頻繁に往復する。AH コース生の

半数は３年で卒業に必要な１２４単位を修得済みで就活に集中できている者も多い。ただし

この間はエントリーシートの添削や模擬面接の練習などを通じて学生のコアの部分（学生

にとって伝えたい重要な部分）を整理しまとめる時期である。

　AH 生を見ているとエントリーシートをきれいな文章を書こうとする傾向が強い。エピ

ソードを用意し学生本人が述べたい主旨を記していくが、何回も書きくわえる過程で本来

の学生の主旨とはかけ離れたものとなっていることが多くある。面接も同様で時間をかけ

自分が伝えたいことを整理できてくる反面装飾語が増え何が伝えたいのか分からなくなる。

これらの過程を２～３か月かけて、「自分とは何か」「相手に何を伝えるべきか」等を学生

それぞれが整理できて面接に臨めれば、合格の確率は高まる。学生には「素の自分示せ」

と伝えている。

　１０月１日までに希望通りの内定がもらえるかが学生本人の満足につながり学校の評価

ともなりうる。エミレーツ航空に合格した者は８月より訓練を開始しておりすでに海外在

住である。しかしこの時期内定を修得できていない学生もいる。あまりに特定の業種にこ

だわっているためであるが、これも学生本人の人生であることから助言はできても決断は

本人となる。これも大学におけるキャリアデザインである。
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Ⅳ．まとめ

　航空関係等やホスピタリティ産業の将来を担う人財を育てるという大きな目標を持ち、

大学の理解と多くの教員と関係者のみなさまの力で何とかここまで育てることができた。

外的要因に影響を受けやすい航空関連企業では、オリンピック開催後の２０２１年以降の事

業計画は明確ではない。来年度入学の学生はオリンピック後の２０２１年卒業となる。時代

の変化が激しい中、学生は４年間の大学生活で自己研鑚することは当然であろうが、卒業

後の将来に新たな不安な要素を持つこととなる。

　今年より入試委員と就職委員を拝命して入口から出口まで一連の流れを見ることができ

たが、キャリアデザインは時代とともに変化するものと考える。大学は学生の４年間の学

びの場を提供するとともに、社会と学生とを結び付ける新たな仕組みを共創できないかを

模索する必要があると考える。社会と学生のコーディネータとしてこれからの日本を支え

る人財を作っているという意識で学生それぞれにキャリアデザインを描くお手伝いをした

い。

　

注
（注１）出典：桜美林大学２００８年入学者用履修ガイド

（注２）出典：桜美林大学２０１２年入学者用履修ガイド

（注３）桜美林大学入試事務室が作成したランク。１ ～ ２０のランクがあり最高位は１、最下位が２０となる。

（注４）　新カリキュラム履修生は２０１２年度２８名と２０１３年度３０名、合計５８名である。
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